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0. 必要なファイル 

予算シミュレーションを行うために，事前に「補修政策」に関するファイルおよび「現状

の健全度状況」に関するファイルが必要です． 

 

0.1 補修政策 

 

部材ごとの補修政策を与える必要があります．「政策名」および健全度ごとに 

 

・ 優先度（数字が小さいほど優先度が高い）あるいは期待 LCC（別アプリケーションで算

出可能） 

・ 対策工法の名前 

・ 対策費用（単位：円） 

・ その対策を行った場合の回復水準 

・ 当該健全度から，１年後の各健全度への推移確率 

を設定してください． 

 

サンプルは「政策.xls」です． 
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0.2 健全度状況 

 

シミュレーションの対象にしたい全部材の現状健全度，および履歴健全度（当該部材が過

去最も劣化した時の健全度）を入力してください．ただし，履歴健全度が分からない場合

には，現状健全度と同じ値を入力してください．政策名は，「補修政策」に関するファイル

によって登録した政策名から，その部材に適用する政策を選択してください． 

なお，部材を判別するものとして，部材名のみ用意しております．橋梁名まで指定したい

場合にも，サンプルのように記述してください．また，健全度は１を最良とし，１０まで

設定できるようになっています． 

 

サンプルは「健全度.xls」です． 
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1. 計算機能 

1.1 補修政策の読込み 

 

「Simulation1.exe」を起動直後の画面より，「補修政策の読み込み」ボタンをクリックし，

エクセルファイルより，シミュレーションで用いる補修政策を読み込んでください． 
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1.2 健全度状況の読込み 

 

「健全度状況の読み込み」ボタンをクリックし，シミュレーションの対象にする総部材の

部材名，現状健全度および履歴健全度に関する情報を読み込んでください． 
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1.3 シミュレーションの条件設定 

 

「条件設定」ボタンをクリックし，「シミュレーション条件」画面を表示させてください． 

 

 

 

「シミュレーション条件」画面で， 

・ シミュレーションを実施する期間 

・ モンテカルロシミュレーション繰り返し回数（回数を増やすほど，信頼ある平均的な値

を算出することができるが，計算時間も増加する） 

・ 社会的割引率（将来発生する費用を現在価値に割り引く．４％が一般的に用いられる） 

・ 年間予算 

・ 特別予算（最初の何年間は予算を少し多めに設定したい場合などに使用） 

・ 順位付けのルール 

 LCC（「補修政策」に関するファイルで期待 LCC を与えている場合，LCC 最小化

 原則に従い，優先順位を決定する） 

 重要度（各部材の優先度に従う） 

条件を保存しているファイルから読

み込みたい場合は「ファイルから」，

現在の条件を保存したい場合は「条件

の保存」を選択，「決定」ボタンをク

リックすれば，「シミュレーション条

件」画面上に表示されている条件が，

シミュレーションの条件として反映

されます． 
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を設定してください． 

 

「条件の保存」ボタンをクリックした場合，下記のファイル（例）が作成されます．この

ファイルを次回以降読み込むためには，必ず「Sheet1」に保存しておく必要があります． 
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1.4 シミュレーションの実行 

 

「シミュレーション」ボタンをクリックし，シミュレーションを実行してください． 

 

 

シミュレーションが正常に行われ，終了した場合，メッセージボックスに「計算が終了し

ました」と表示されます． 
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1.5 シミュレーション結果の保存 

 

「保存」ボタンをクリックし，シミュレーション結果を保存できます． 
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2. 出力機能 

直近で行ったシミュレーションの結果および過去に行ったシミュレーションで保存したも

のに関して結果を表示することができます．結果の出力を行いたい場合には，「出力機能」

タブをクリックし，画面を切り替えてください．  

 

 

 

出力機能では，下記の情報について知ることが出来ます． 

 

� 健全度分布健全度分布健全度分布健全度分布    

与えられた予算の下，設定した補修政策を経年的に行った場合の，総部材に占める各健全

度の割合を表示します．状態の悪い健全度の割合が大きくなっていく場合には，より多く

の予算が必要であることを示しています． 

 

� 費用分布費用分布費用分布費用分布    

シミュレーション期間中の総費用に占める各部材の補修費用を，円グラフで表示します． 

 

� 補修政策達成度補修政策達成度補修政策達成度補修政策達成度    

設定した補修政策がどの程度，実行できたかを示します．達成度が低い場合，予算を積み

増す必要があります． 

 

� 優先順位優先順位優先順位優先順位    

設定した補修政策および予算制約の下，当該期に補修を行うべき部材を５年分表示します． 
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2.1 結果の読込み 

 

「新規結果出力」ボタン，あるいは「既存結果出力」ボタンをクリックし，シミュレーシ

ョン結果を読み込んでください．ただし，シミュレーションを新規で行っていない場合，「新

規結果出力」ボタンは選択できません． 

  

 

モンテカルロシミュレーションを複数回行った場合には，その平均が表示されます． 

 

 

正常にシミュレーション結果を読み

込めた場合，経年的健全度分布が表示

されます．また，そのシミュレーショ

ンが対象にした部材名および部材数，

またシミュレーションを行ったとき

の設定条件が表示されます． 
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2.2 健全度分布 

 

「健全度分布」タブをクリックすると，経年的健全度分布が表示されます． 

 

 

「対象部材」リスト内の部材を選択し，「部材選択」ボタンをクリックすると，その部材の

経年的健全度分布が表示されます． 
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経年的健全度分布の元データは，「「「「1.51.51.51.5 シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション結果結果結果結果のののの保存保存保存保存」」」」で保存したエクセル

ファイル内の「健全度分布」シートに保存されています．各部材健全度列（例：コンクリ

ート床版Ａ1）の数字は，当該年度に当該健全度の当該部材数を示しています． 
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2.3 費用分布 

 

「費用分布」タブをクリックすると，シミュレーション期間中の総費用に占める各部材の

費用が円グラフで表示されます． 

 

 

費用分布の元データは，「「「「1.51.51.51.5 シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション結果結果結果結果のののの保存保存保存保存」」」」で保存したエクセルファイル

内の「費用分布」シートに保存されています（単位：円）． 
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2.4 補修政策達成度 

 

「補修政策達成度」タブをクリックすると，修繕対象・実施箇所グラフが表示されます．

このグラフでは，補修政策に従って抽出された補修対象箇所（棒グラフ全体）と，予算制

約の下，実際に補修が行われた箇所（黄緑色の部分），及び予算が足りず，遣り残した箇所

（赤色の部分）を表示しています．また，折れ線グラフは達成率＝補修実施箇所／補修対

象箇所により，補修政策の達成度を示している．100%は予算制約下でも，設定した補修政

策どおりに補修が行われていることを意味しています． 

 

 

修繕対象・実施箇所グラフの元データは，「「「「1.51.51.51.5 シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション結果結果結果結果のののの保存保存保存保存」」」」で保存した

エクセルファイル内の「補修政策達成度」シートに保存されています．全体及び各部材の

補修を実施した箇所数，補修対象箇所数が保存されています． 
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2.5 優先順位 

 

「優先順位」タブをクリックすると，データグリッド上に優先順位の情報が表示されます． 

 

・ シミュレーション回数 

・ 対象年度 

・ 優先順位 

・ 部材名 

・ 対策を行う健全度およびそのときの対策工法，対策費用（単位：円） 

 

 

優先順位の元データは，「「「「1.51.51.51.5 シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション結果結果結果結果のののの保存保存保存保存」」」」で保存したエクセルファイル

内の「優先順位」シートに保存されています． 

 

「次年度」ボタン，「前年度」ボタン 

によって，現状から５年分の優先順位

を表示することができます． 
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3. その他の出力結果 

 

「「「「1.51.51.51.5 シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション結果結果結果結果のののの保存保存保存保存」」」」で保存したエクセルファイル内には，シミュレーショ

ンを行った時のシミュレーション条件および対象部材名，部材数が「条件設定」シートに

保存されます． 
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4. エラー 

 

4.1 インプット中のエラー 

 

� エラーメッセージエラーメッセージエラーメッセージエラーメッセージなしなしなしなし    

データの入力状況が悪いと，読み込めない場合があります．データを入れたつもりがない

列が，アプリケーションに認識されている可能性があります．入力ファイルの関係ない列

を削除するなどしてみてください．また，データ領域には空白セルが含まれないようにし

てください．データグリッド内で Null 表示されていないかどうかチェックしてみてくださ

い． 

 


